永平寺町林道維持管理事業補助金交付要領
第１　趣旨及び目的
自治会内に存する林道等の維持管理において、側溝の土砂上げ、草刈り等の整備、又は人力での施工が不可能な案件に機械を導入する費用を支援し、林道災害の未然防止及び通行車両や通行人の交通安全の確保を目的として、永平寺町補助金等交付規則(平成18年規則第38号以下「交付規則」という。)ならびに永平寺町農林課所管補助金等交付要綱(令和２年４月１日告示第62号以下「交付要綱」という。)によるほか、本要領に必要な事項を定めるものとする。
第２　補助対象事業等

　　補助金交付の対象は、自治会が実施する林道維持管理事業とする。
２　林道等とは、永平寺町が管理する林道台帳に登録された林道及び地元が管理する作業道をいう。
第３　補助対象経費及び補助額

　補助金交付の対象となる経費は、別表に基づく額とする。
２　補助金の交付は、１自治会当たり、各項目１申請のみとする。
第４　機械導入
　補助金の交付を受けようとする自治会(以下「補助申請自治会」という。)が、人力での施工が不可能な案件に機械を導入する場合は、永平寺町が指定する業者又は機械を所有する者から見積りを徴取し、事業を実施しなければならない。

第５　交付申請
補助申請自治会は、永平寺町林道維持管理事業補助金申請書(様式第１号)に、次に掲げる書類等を添付し、町長に提出しなければならない。
(１)施工場所の地図
(２)現地写真
(３)機械導入の場合は、経費の内訳が分かる見積書の写し
第６　補助金の交付決定

　町長は、前条の申請書の提出があったときは、その内容の審査、聞き取り調査、また状況に応じて現地調査等を行い、その結果を永平寺町林道維持管理事業補助金交付(不交付)決定通知書(様式第２号)により、申請者に通知するものとする。
第７　交付申請の変更

　前条の交付決定を受けた者で、内容を変更又は中止する者は、永平寺町林道維持管理事業補助金変更(中止)承認申請書(様式第３号)に、変更内容が分かる見積書の写しを添付して町長に提出し、その承認又は指示を受けなければならない。
２　町長は、前項の申請書を受理し、その内容を承認したときは、永平寺町林道維持管理事業補助金変更(中止)承認通知書(様式第４号)により申請者に通知するものとする。
３　町長は、前項の規定による承認をする場合において、当初の交付決定内容及びこれに附した条件等を変更することができる。
第８　補助金の交付決定の取消及び返還

　町長は、補助申請自治体が永平寺町補助金等交付規則(以下「交付規則」という。)第17条第１項の規定に該当すると認められるときは、補助の交付決定の全部又は一部を取り消すことができる。

２　町長は、前項の規定に該当することが判明した場合、既に交付された補助金について

交付規則第18条の規定により補助申請自治会にその補助金の返還を命ずることができる。

第９　完了報告
補助金の交付決定を受けた自治会は、当該事業が完了したときは速やかに、永平寺町林道維持管理事業補助金実績報告書(様式第５号)に、次に掲げる書類等を添付して町長に提出しなければならない。

(１)状況写真(施工前、施工中、完了後)
(２)機械導入の場合は、事業に要した経費を証する領収書の写し
(３)その他町長が必要と認める書類等
２　町長は、前項の規定により、実績報告の提出があったときは、その内容を審査し、報告書等の書類の審査、聞き取り調査、また状況に応じて現地調査等により、その報告に係る補助事業の成果が補助金等の交付の決定の内容及びこれに附した条件に適合するものであるかを調査しなければならない。
第10　補助金の請求

補助金の交付決定を受けた者は、前条の実績報告を提出し、交付を受けようとするときは、永平寺町林道維持管理事業補助金交付請求書(様式第６号)を町長に提出しなければならない。
第11　補助金返還

　町長は、補助金の交付を受けた自治会が次のいずれかに該当するときは、交付決定を取り消し、交付した補助金の返還を求めることができる。

(１)虚偽又は不正の申請が認められたとき。
(２)補助事業の施行が不適当と認められるとき。
第12　その他

　この要領は、令和２年４月１日から適用する。

　　この要領は、令和４年４月１日一部改正
別表(第３条関係)
	補助対象経費
	補助金
	備考

	人力による側溝の土砂上げ、
草刈り等の整備に係る経費
	林道延長２ｋｍまで
補助限度40,000円
	50ｍ当り1,000円

	重機による路面整備、側溝の土砂上げ、崩土撤去等に係る経費
	補助限度 300,000円
	農林課の定める単価を用いて算出した額と見積額を比較し、安価な方を交付額とする。


※千円未満切捨て
